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を行った．  
1緒言  

今日，我が国は医療の発達や衛生環境  

の整備にともなって，急速に高齢化に向  

かっており，寝たきり老人や痴呆性老人  

の介護が社会問題化しつつある．その解  

決法の一つとLて，遠隔地から被験者の  

状態をモニタリングする遠隔監視システ  

ムの研究および開発が進められている．   

本研究では，このような遠隔監視シス  

テムを実現する方法の1つとして．マト  

リクスセンサアレ一による，無電センサ  

を用いた人間の行動の計測につし1て検討   

2 マトリクスセンサの回路構成  

マトリクスセンサとは，複数のセンサ  

をマトリクス状に配置し，デコーダに上  

り各センサを制御することで，少ない配  

線数で多くのセンサを同時に扱うことを  

叶能とした装置である．本装置は広範幽  

な領域でのセンシング及び複数種のセン  

サによる複合的なセンシングが可能であ  

り．行動パターン計測や，温度分布計測  

に利用できる．  
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囲1はマトリクスセンサアレーの回路  

構成を示す．各センサにはそれぞれ直列  

にダイオードが取り付けられており．デ  

コーダで選択されたセンサのみの信号を  

随時取り出すことができる．また，各セ  

ンサからの応答信号はA／Dコンバータで  

ディジタル化された複，コンピュータに  

入力され，逐次記録・処理が行われる，そ  

の後，得られた情報をもとにLて通常時  

のデー タと比較・検討し，測定対象者の  

状態を解釈・判断することにより，測定  

対象者の異常を検知することができる．   

阿2は，マトリクスセンサアレーを用  

いた遠隔監視システムの概要l対を示す．  

マトリクスアレ一により，生体の状態を  

検出および電気信号へ変換■増幅Lた後  

に遠隔地へ送信し，そこで信号処理され  

たデータを解釈および判断する．  

3 生体の行動パターンの計測  

痴呆性老人は精神的機能が衰えても運  

動機能が健全なことが多いため，行動に  

気を配る必要がある．現在，市販されて  

いる遠隔監視システムには単一のセンサ  

により実現されているものがあるが，よ  

り多〈の情報を得るには検討の余地があ  

る．そこで，本研究では，生休（ヒト）  

の行動パターンをより詳細に計測するた  

めに．マトリクスセンサのセンサ部とし  

て，赤外線エネルギーの変化を検知する  

無電センサを使用L，被験者の状態をモ  

ニタするシステムを試作した．4行4列，  

計16個の焦電センサが実験室の天井に  

配置された．  

図1 マトリクスセンサの構成  

Fig．1Constractionofmalrixsensor．  焦電素子  

SidevieⅥr   

フレネルレンズ  筒   焦電センサ  

囲3 焦電センサの形状  

Fig．3Shapeofthepyroelectricsensor．   

図2 遠隔監視システムの概要囲  

Fig，2Scllematicdia旦ramOfrcmote  

monitorlngSyStCm．  
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回3は焦電センサの形状を示す．無電  

センサは，1対の焦電素子とフレネルレ  

ンズおよび筒から構成される．また，フ  

レネルレンズもしくは簡の長さを調節す  

ることにより．センシング領域（円錐形）  

が調節できる．実験宅の天井高さは約3m  

であることから，図4に示すように，本  

実験におけるセンシング領域は，高さお  

よび底面の直径がそれぞれ呂mおよぴ2  

～2．5mとなるように設定された．   

囲5はセンサの配置を示す．4×4個の  

焦電センサを実験室の天井に1．5m間隔  

で格子状に配置した．なお，同園には同  

時に床面におけるセンシング触域（円部  

分，狭い場合：底面の直径が2m，広い  

場合：底面の直径が2．5m）も示した．同  

園より，センシング蘭域が狭い場合でも  

ほぼすべての領域をセンシングできるこ  

とがわかる．センシンダ領域が狭い場合  

はオーバーラップ部分には最大で2個の  

センサが関係するが，センシング領域が  

広い場合はオーバーラップするセンサは  

最大で4個でとなる．   

センシング領域に測定対象が進入する  

と各センサの出力はアクティブとなる  

が，測定対象の位置はアクティブとなっ  

たセンサ（単一あるいは複数）のセンシ  

ング領域の中心にいるものと仮定した．   

囲6は被験者を一人とした場合の行動パ  

ターンを示す．XIYlから Ⅹ3Y4 を経て  

Ⅹ4Ylへ直線的に移動したものである，図7  

は，図6の行動パターンに対Lて本システ  

ムが推測した行動パターンを示す．（a）お  

焦電センサ  

囲4 センシング領域  

Fi旦．4Sensi11gr喝10TlOfpyroelectricse鮎Or．  
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囲6 被験者（1人）の行動パターン  

Fig．6Actionpatternofthccxamince（OnC  

p6rSO叶   

Ⅹ4  Ⅹヨ   Ⅹ1  Ⅹユ   

囲5 センサ配置  

Fig．5Locationofthepyroelectrjcscnsors．  
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よぴ（b）はそれぞれセンシング領域が狭  

いおよび広い場合の推定結果である．両園  

より，どちらの場合も大まかに被験者の行  

動を再現しているもののセンシング領域が  

広い方がより実際の行動に近く推測できて  

いることがわかる．   

囲8は被験者が複数人（2人）の場合の  

行動パターンを示す．被験者AはⅩ1Ylか   

らⅩ4Y4へ向かい，被験者BはⅩ4Ylから  

Ⅹ1Y4へ向かう．囲9は，囲8の行動パター  

ンに対して本システム（センシング鶴城：  

広い場合）が推測Lた行動パターンを示す．  

同固より，両被験者の行動はおよそ正確に  

推測されていることがわかる．ただし，両  

者が同 ′のセンシング領域に存在する点  

（回申の●の位置〕では若干ずれて推測さ  

れた．また，交差以降の両者の行動は入れ  

違いなく再び良好に再現されているが，こ  

Y4  
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」ト＿：eXamine亡A  

ィトーー：じX血nccB   

図日 被験者（2人）の行動パターン  

Fig．呈ActionpatternortTICCXaminee（two  

pcrsons）．  
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（a）センシング領域が狭い場合  

（a）Na汀OWSemSiI唱ー喝ion．   
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園9 推定された複数の行動パターン   

Fig．9Estilnatedpluralactionpallcrn．   

Ⅹ1  Ⅹ2  Ⅹ3  Ⅹ4  

（b〕センシング領域が広い場合   

（b〕Wides印Sin畠r亡由on．   

図7 推定された行動パターン  

Fig．7Estimatedactio）1Pattern．  
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れは，推測アルゴリズムに以前の行動をベ  

クトル情報として蓄えており，以降の行動  

推測の参考値（ベクトルの変化が小さくな  

る方を採用する）としているためである．  

この場合，被験者が急な方向転換等のより  

複雑な動きをした場合には対応できない．  

従って，推測アルゴリズムの強化や他のセ  

ンサ（たとえば同焦電センサを壁面に設置  

する等）との連携も考慮する必要がある．  

〔19貼）  

5）生体情報の叶主副ヒ技術編集委員会：生体情報   

の可視化技守軌 コロナ社〔1那汀）  

6）小谷：生体磁気計測】コロナ社（1粥7〕   

5 緒言  

以上マトリクスセンサアレいによる生  

体の行動パターーン計測について報告し  

た．実際に16個の焦電センサを使用して  

被験者の行動を測定したところ，センシ  

ング領域およぴセンサ数を考慮すること  

により，おおよそのモニタができること  

がわかった．また，複数の測定対象の場  

合も比較的良好に推定できた，今後は推  

測アルゴリズムの改良や．センサ配置の  

検討，他のセンサとの併用などについて  

検討していきたい．  
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